
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホウ素、硝酸カリウム及びホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属か
らなる 点火薬組成物。
【請求項２】
　さらにバインダー成分を含有する請求項１に記載の 点火薬組成
物。
【請求項３】
　ホウ素の含有量が１０～５０重量％、硝酸カリウムの含有量が５０～９０重量％及びホ
ウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属の含有量が

重量％である請求項１又は請求項２に記載の
点火薬組成物。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、燃焼速度を制御することにより、被点火物に対して高い着火性を示す

点火薬組成物に関するものである。さらに詳しくは、例えば自動車用
エアバッグを展開させるためのガス発生器中に装填されるガス発生剤を点火させる点火薬
組成物に関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
ホウ素と硝酸カリウムを主成分とする点火薬組成物は、熱安定性に優れており、高速で燃
焼し、発熱量が大きく、なおかつ周囲の圧力変化による燃焼速度の変化の割合が小さい等
の優れた特性を有している。このため、この点火薬組成物は従来からロケットの推進薬等
の点火薬として利用されてきた。また、近年では、エアバッグ用ガス発生器の構成部品と
して、ガス発生剤を信頼性高く着火させるための点火薬として用いられている。
【０００３】
しかしながら、これらの点火薬組成物の燃焼速度は高いものの、その燃焼速度が比較的狭
い範囲に限定されており、被点火物の特性によっては十分に着火できないという欠点があ
る。そのため、着火性を改善すべく、種々の新しい点火薬組成物が検討されてきている。
【０００４】
例えば、特開平２－６３９５１号公報にはホウ素、硝酸カリウム、水素化チタン及び過塩
素酸カリウムからなる点火薬組成物が開示されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、前記の特開平２－６３９５１号公報に開示された点火薬組成物においては、発
熱量を高めることにより着火性を向上させることが期待されるが、燃焼時間については従
来の点火薬と大差がないことから、ガス発生剤への着火性の改善が十分ではないという問
題があった。
【０００６】
特に、エアバッグ用のガス発生剤は、着火性の異なる種々のガス発生剤があり、しかも確
実に所定の時間にエアバックを展開させることができない場合には大きな問題となるため
、着火性能をより向上させることが求められている。
【０００７】
　この発明は以上のような従来技術に存在する問題点に着目してなされたものである。そ
の目的とするところは、燃焼速度を調節することができ、被点火物に対応して高い着火性
能を発揮できる 点火薬組成物を提供することにある。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するために、第１の発明の 点火薬組成物は、
ホウ素、硝酸カリウム及びホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属から
なるものである。
【０００９】
　第２の発明の 点火薬組成物は、第１の発明において、さらにバ
インダー成分を含有するものである。
　第３の発明の 点火薬組成物は、第１又は第２の発明において、
ホウ素の含有量が１０～５０重量％、硝酸カリウムの含有量が５０～９０重量％及びホウ
素よりも遅い燃焼速度を示す 金属の含有量が

重量％である。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　次に、この発明の実施形態について順次詳細に説明する。
　点火薬組成物は、ホウ素、硝酸カリウム及びホウ素よりも遅い燃焼速度を示す

金属からなる。ホウ素は還元剤であり、硝酸カリウム等の酸化剤と適当な比率
で混合されることによって点火薬としての良好な性能を有する組成物となる。このような
目的に使用されるホウ素は粉末状であり、その平均粒径は、好ましくは０．１～１０μｍ
、より好ましくは０．５～５μｍである。この粒径が０．１μｍより小さいと工業的な製
造が困難であり、製造できたとしても製造コストが高くなりすぎる。また、１０μｍを越
えると、点火薬として燃焼速度の低下を招くので好ましくない。
【００１１】
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また、ホウ素の形態としては無定形が好ましい。このような無定形ホウ素の比表面積は、
一般に１～５０ｍ 2  ／ｇであり、好ましくは１０～４０ｍ 2  ／ｇである。この比表面積が
１ｍ 2  ／ｇより小さい場合、点火薬として燃焼速度の低下を招く。また、５０ｍ 2  ／ｇを
越える場合、工業的な製造が困難であり、製造できたとしても製造コストが高くなりすぎ
て好ましくない。
【００１２】
次に、硝酸カリウムは代表的な酸化剤であり、ホウ素と適当な比率で混合されることによ
って点火薬として良好な性能を有する組成物となる。このような目的に使用される硝酸カ
リウムは粉末状で、その平均粒径は、好ましくは０．５～２００μｍ、より好ましくは１
～２０μｍである。この平均粒径が０．５μｍより小さいと工業的な製造が困難であり、
製造できたとしても製造コストが高くなりすぎる。一方、２００μｍを越えると、均一な
混合が困難となるため好ましくない。
【００１３】
また、ホウ素と硝酸カリウムの含有量は、ホウ素の含有量が好ましくは１０～５０重量％
、硝酸カリウムの含有量が好ましくは５０～９０重量％である。ホウ素の含有量がさらに
好ましくは２０～３０重量％、硝酸カリウムの含有量がさらに好ましくは７０～８０重量
％である。ホウ素の含有量が１０重量％未満又は５０重量％を越えると、点火薬としての
性能低下を招くので好ましくない。
【００１４】
　次に、ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属は、燃焼速度がホウ素
の燃焼速度よりも遅く、かつ点火薬の燃焼速度を調節することができれば、全ての金属が
使用可能である。これは、１種又は２種以上の金属の粉体を混合使用することもでき、あ
らかじめホウ素との共融物又は合金の粉体を混合使用しても良い。そのような金属の平均
粒径は、好ましくは０．１～２００μｍ、より好ましくは１～２０μｍである。この粒径
が０．１μｍより小さいと工業的な製造が困難であり、製造できたとしても製造コストが
高くなりすぎる。また、２００μｍを越えると、均一な混合が困難となるため好ましくな
い。
【００１５】
　前記ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属の具体例としては 独
で使用する場合には酸化剤重量あたりの発熱量が高い点でマグネシウムが 。ま
た、２種類の金属を同時に使用する場合にはマグネシウムとアルミニウム、マグネシウム
とチタン及びマグネシウムとジルコニウムの各組み合わせが好ましい。
【００１６】
　また、ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属の含有量は、求められ
る点火薬の燃焼速度により規定される。そのような金属の含有量は 点火薬組成物中にお
いて好ましくは０．５～１０重量％、特に好ましくは１～５重量％である

。
【００１７】
続いて、バインダー成分は、成形性の向上のために添加されるが、点火薬としての基本的
性能を損なわない範囲において添加される。このバインダー成分の具体例としては、珪酸
ナトリウム、粘土等の無機化合物、あるいはデンプン、グアガム等の天然高分子化合物、
あるいは、酢酸セルロース、ポリビニルアルコール、ポリエステル樹脂等の合成高分子化
合物が挙げられる。バインダー成分の含有量は点火薬組成物中において好ましくは０．５
～１０重量％、さらに好ましくは１～５重量％である。
【００１８】
点火薬組成物の混合物は、前述のホウ素、硝酸カリウム、ホウ素よりも遅い燃焼速度を示
す金属及び必要により添加されるバインダー成分を所定量計量し、均一に混合することに
よって得られる。その混合方法は一般的に行われている方法、例えば乾式混合機、溶媒を
使用した湿式混合機等による方法が採用される。
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【００１９】
これらの混合方法より得られる混合物から造粒薬又はグレインを製造する方法は、例えば
スプレードライヤー、圧伸・裁断機、プレス成形機等による方法が採用される。最終的な
点火薬組成物の形状は、粉状、顆粒状、ペレット状、棒状及びディスク状等である。
【００２０】
そして、この所定形状に成形された点火薬組成物は、例えば自動車用エアバッグを展開さ
せるためのガス発生器中にガス発生剤とともに装填される。その後、点火薬組成物を点火
させることにより、ガス発生剤が着火、燃焼され、それによってエアバッグが速やかに展
開される。
【００２１】
　以上の実施形態により発揮される効果について以下に記載する。
　・　実施形態の 点火薬組成物によれば、ホウ素と硝酸カリウム
に加え、ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属を含有することから、
所定の発熱量を維持して燃焼速度を調節することができ、被点火物に対して高い着火性能
を発揮することができる。
【００２２】
　・　従って、実施形態の 点火薬組成物によれば、任意の燃焼時
間を得ることができ、着火性の悪いガス発生剤の点火に必要な燃焼時間を確保することが
できる。
【００２３】
　・　実施形態の 点火薬組成物によれば、さらにバインダー成分
を含有することにより、点火薬組成物の成形性及び形状安定性を向上させることができる
。
　・　実施形態の 点火薬組成物においては、各成分の含有量をホ
ウ素の含有量が１０～５０重量％、硝酸カリウムの含有量が５０～９０重量％及びホウ素
よりも遅い燃焼速度を示す 金属の含有量が

重量％という適正な範囲に設定する。このため、点火薬
としての性能をより確実に発揮することができる。
【００２４】
【実施例】
以下、前記実施形態を具体化した実施例について比較例と対比して説明する。なお、各例
において重量％を％と略記する。
（実施例１）
ホウ素２３５ｇ〔無定形、平均粒径１μｍ、和光純薬工業（株）製〕、硝酸カリウム７５
０ｇ〔平均粒径７０μｍ、片山化学工業（株）製〕、マグネシウム１５ｇ〔平均粒径３０
μｍ、和光純薬工業（株）製〕及びイオン交換水３００ｇからなる混合物を湿式混合法に
より均一な塊とした。そして、それを目開き５００μｍの網を通した後、乾燥し、顆粒状
の点火薬組成物を得た。
（実施例２～７及び比較例１）
各実施例及び比較例の組成を表１に示した組成に変更した以外は、実施例１に準じてそれ
ぞれの点火薬組成物を得た。なお、実施例６で使用したアルミニウムは東洋アルミ（株）
製の平均粒径３０μｍのものであり、実施例７で使用したバインダー成分としてのＰＶＡ
（ポリビニルアルコール）はキシダ化学（株）製のペレット状のものである。また、実施
例８において  PVAは、ホウ素、硝酸カリウム及びマグネシウムの合計量に対する重量％で
ある。
【００２５】
そして、実施例１～７及び比較例１の点火薬造粒物について、密閉ボンブ試験による燃焼
特性の評価を行った。すなわち、この試験においては、内容積１５０ｍｌの金属製密閉容
器内に試料として１５ｇの点火薬造粒物と電気式の点火装置を入れ、試料に点火した後の
燃焼による圧力変化と時間の関係を測定した。
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【００２６】
このとき得られる圧力―時間曲線において、圧力の上昇開始から最大圧力に達するまでの
時間は試料が燃焼していると考えられるが、燃焼の初期と終期は安定した燃焼をしていな
いと考えられるため、圧力が最大圧力の１０％に達してから９０％に到達するまでの時間
を燃焼時間として評価し、その結果を表１に示した。
【００２７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表１に示した結果からわかるように、実施例１～５の点火薬造粒物では、マグネシウムの
量により燃焼時間を調整することが可能であることが明らかになった。また、実施例６に
示すように、アルミニウムを併用した場合にはその添加量に比較して燃焼時間への効果が
小さいことが分かった。さらに、実施例７に示すようにバインダー成分を含有した場合、
発熱量が若干低下する以外は点火薬としての性能に影響がない上に、成形性能が優れてい
ることが分かった。
【００２８】
　なお、前記実施形態より把握される技術的思想について以下に記載する。
　・　前記ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属は、マグネシウム
、 チタン及びジルコニウムから選ばれる少なくとも１種

である請求項１から請求項３のいずれかに記載の 点火薬組成
物。
【００２９】
　このように構成した場合、点火薬の発熱量を高めることができ、被点火物に対して着火
性能を向上させることができる。
　・　前記ホウ素は無定形であり、その比表面積が１０～４０ｍ 2  ／ｇである請求項１か
ら請求項３のいずれかに記載の 点火薬組成物。
【００３０】
　このように構成した場合、点火薬として十分な燃焼速度を保持できるとともに、被点火
物に対応して高い着火性能を発揮することができる。
　・　前記ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属の含有量は、

請求項３に記載の
点火薬組成物。

【００３１】
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このように構成した場合、求められる点火薬の燃焼速度に応じて点火薬組成物の性能を確
実に発揮させることができる。
【００３２】
【発明の効果】
　以上詳述したように、この発明によれば、次のような優れた効果を奏する。
　第１の発明の 点火薬組成物によれば、ホウ素と硝酸カリウムに
加え、ホウ素よりも遅い燃焼速度を示す 金属を含有することから、燃
焼速度を調節することができ、被点火物に対応して高い着火性能を発揮することができる
。
【００３３】
　第２の発明の 点火薬組成物によれば、さらにバインダー成分を
含有することから、第１の発明の効果に加え、点火薬組成物の成形性及び形状安定性を向
上させることができる。
【００３４】
　第３の発明の 点火薬組成物によれば、各成分の含有量を適正な
範囲に設定したことから、第１又は第２の発明の効果をより確実に発揮することができる
。
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